








































 最終試験は 2 月 16 日に行われた。審査委員一同出席のもと、まず学術論文は 1 編が第一著者として
公表済み（山崎恵市他:海の研究, 24, 203-226, 2015）であるとともに、講演発表は国際会議 3件、国
内学会 9件あることを確認した。合同セミナーへの出席時間も 60時間を越えていることを確認した。 
3 件の国際会議では、英語で発表していることを確認し、さらに審査会では語学に関する最終試験と
して研究内容の一部について発表質疑応答を英語で行い、問題がないことを確認した。一方、専門知識
については、中間発表会や公開発表会(2月 16日)当日の質疑応答や論文作成過程におけるディスカッシ
ョンなどから、博士（海洋科学）の学位を得るに十分な解析の技術と知識を有していることを審査委員
一同確認した。 
 
以上から、学生について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
